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「2024年台湾東部沖地震救援金」にご協力をお願いします

〈お問合せ先〉日本赤十字社楢葉町分区　TEL：0240-25-4157

　この度、楢葉中学校の生徒による
模擬会社「Nalys（ナリーズ）」様
よりデイサービスやまゆり荘へシル
バーカーを２台寄贈いただきました。
　シルバーカーは、やまゆり荘の玄
関に設置され、利用者さんの移動時
に使用させていただきます。
　ナリーズの皆さんからは、販売活
動の収益を活用して毎年寄贈をいた
だいており、利用者の皆さんから大
変喜ばれています。ナリーズの皆さ
ん、あたたかいお気持
ちをありがとうござい
ました。

　令和６年４月３日台湾東部を震源とする巨大な地震が発生しました。救援・復興活
動を支援するため、「2024 年台湾東部沖地震救援金」の受付を開始いたしました。お
寄せいただいた救援金は、当分区より、全額、日本赤十字社へ送金します。また、募
金箱は町内各所（ブイチェーンネモト様、楢葉町サイクリングターミナル様、
役場など）に設置されているほか、楢葉町保健福祉会館で受付しています。
　なお、救援金は令和６年６月 28 日（金）まで、日本赤十字社楢葉町分区（楢
葉町保健福祉会館内）で受付けています。救援金へのご協力をお願いします。

ナリーズからやまゆり荘へナリーズからやまゆり荘へ
寄贈いただきました 寄贈いただきました 
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令和６年度 楢葉町社会福祉協議会 事業計画・予算

予　　　　　算

「みんなで 支え合い 幸せを実感できる まち」の実現に向け、誰もが安心して暮らせる
福祉のまちづくりを推進し、各種事業の推進に取り組んでまいります。

事業収入
2,325,000円
（1%）

貸付事業償還金収入
４０0,000円（0.2%）

介護保険事業収入
74,663,000円
（32.8%）

雑収入・利息収入
301,000円（0.1%）

障害福祉
サービス事業収入
241,000円（0.1%）

前年度繰越金
10,775,000円（4.7%）

人件費支出
164,229,000円
（72%）

事業費支出
26,688,000円
（11.7%）

事務費支出
24,844,000円
（11%）

貸付事業貸付金支出
3,400,000円（1.5%） 退職給付引当資産支出

8,457,000円（3.7%）

共同募金配分金事業支出
209,000 円（0.1%）

収　入 支　出

寄附金収入
1,500,000円（0.7%）

収入総額
227,827,000円

補助金収入
42,504,000円
（18.7%）

受託金収入
94,618,000円
（41.5%）

会費収入
500,000円（0.2%）

支出総額
227,827,000円

１．介護予防支援事業　　２．総合相談支援業務
３．権利擁護業務　
４．包括的・継続的ケアマネジメント業務
５．認知症総合支援事業
６．地域包括ケアシステム深化推進業務
７．生活支援体制整備事業
　　【生活支援コーディネーターの配置】

１．適切な法人運営に向けた各種会議の開催
　　【理事会・評議員会・監事会等】
２．自主財源の確保
　　（社協会員募集による戸別募金・協力企業等訪問）
３．職員研修の充実・強化
４．�関係諸法令の遵守に努め、適切な人事・労務・
会計管理実施

５．福祉関係団体の運営支援
　　【民生児童委員協議会・老人クラブ連合会・遺族会】
６．�ボランティアセンターの運営
　　�【センター運営・養成講座・サマーショートボ
ランティアスクールの開催、ちょこっとボラン
ティアの導入】

７．在宅福祉サービス事業【受託事業】

８．低所得者等への支援
　　�【各種資金の貸付（生活援助資金・生活福祉資金）
や相談援助】

９．権利擁護事業の充実・強化
　　【日常生活自立支援事業・法人後見事業】
10．広報・情報提供体制の充実・強化
　　【広報誌「はぴねす」・ホームページ管理・更新】
11．指定管理事業【保健福祉会館】
12．日本赤十字社事業の推進
13．共同募金会事業の推進
14．福祉車輛・福祉用具貸出事業の実施　
15．生活支援体制整備事業
　　【就労的活動支援コーディネーターの配置】
16．ファミリー・サポート・センター事業

■事務局

■地域包括支援センター（受託事業）
１．総合相談業務　　２．ケアプラン作成
３．モニタリング

■居宅介護支援事業所

１．通所介護事業
２．介護予防・日常生活支援総合事業
３．指定管理事業【やまゆり荘】

■通所介護事業所

１．訪問介護事業、居宅介護事業
２．介護予防・日常生活支援総合事業

■訪問介護事業所・居宅介護事業所

１．訪問相談活動　　２．地域交流サロンの開催
３．「社協連携避難者支援センターいわき」運営協力

■生活支援相談室（生活支援相談員配置事業／受託事業）
１．放課後児童クラブの運営
■楢葉町放課後児童クラブ（受託事業）

１．通所Ａ型事業　　２．一般介護予防事業
３．訪問型介護予防事業

■介護予防事業所
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５月12日は「民生委員・児童委員の日」です！５月12日は「民生委員・児童委員の日」です！
～ 支えあう 住みよい社会 地域から ～～ 支えあう 住みよい社会 地域から ～

民生委員・児童委員は！
厚生労働大臣によって委嘱されたボランティアです
地域住民の身近な相談相手、専門機関へのつなぎ役です
法律上の守秘義務を有しており、安心して相談できる相手です

「民生委員・児童委員の日」
全国民生委員児童委員協議会は、昭和 52（1977）年に、毎年５月 12 日を「民生委員・児
童委員の日」とすることを定めました。これは、大正６（1917）年５月 12 日、岡山県で「済
世顧問制度設置規定」が公布されたことに由来するものです。

◦対      象／昭和 49 年に結婚し、金婚 50 年を迎えられたご夫婦。
                  また、前回までに手続きをしていなかった金婚夫婦。
◦申込締切／令和6年7月4日木
◦申込方法／該当するご夫婦は、下記へお申し込みください。
                  （電話でのお申し込みも可能です）
◦表彰伝達／楢葉町敬老会席上で表彰伝達いたします。
◦お問合せ先／楢葉町老人クラブ連合会事務局（楢葉町保健福祉会館内）
                     ☎ 0240-25-4157

　結婚して 50 年、めでたく金婚式を迎えるご夫婦の皆様おめでとうございます。
「しあわせ金婚夫婦表彰」は、県民みんなでご夫婦の金婚式を祝福し、賞状と記念の“お
しどり金メダル”を贈るものです。今年も下記の内容で実施します。

しあわせ金婚夫婦表彰
福島県老人クラブ連合会 福島民報社

100歳おめでとうございます祝
百寿

　早川カツさん（上小塙）がめでたく 100 歳を
迎えられました。
　楢葉町社会福祉協議会と楢葉町老人クラブ連
合会よりお祝いを贈呈し、ご長寿を祈念しまし
た。100 歳おめでとうございます。

大正 13 年 3 月 4 日生まれ
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楢葉中学校 様 東京電力ホールディング株式会社 様

　赤い羽根共同募金運動、歳末たすけあい募金運動にたくさんの募金をお寄せいただ
き、ありがとうございました。募金は福島県共同募金会に全額送金し、県内の社会福
祉施設、社会福祉協議会事業、福祉団体、ボランティア団体などの福祉事業の推進に
配分されます。

令和5年度
赤い羽根共同募金・

歳末たすけあい募金 報告

 赤い羽根共同募金にご協力いただいた皆様（順不同）

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金  

458,044458,044円円

歳末たすけあい募金歳末たすけあい募金  

209,083209,083円円

戸 別 募 金 ◦上井出行政区の皆様 100 世帯　　◦繁岡行政区の皆様　     ９世帯
◦上小塙行政区の皆様   67 世帯　　◦下小塙行政区の皆様 126 世帯
◦山田岡行政区の皆様 124 世帯　　◦大坂行政区の皆様　   12 世帯

募金箱設置 ◦東京電力ホールディングス株式会社 様
◦福島第二原子力発電所 社員有志一同 様
◦福島第二原子力発電所 安全推進協議会有志一同 様
◦楢葉町保健福祉会館

職 域 募 金 ◦楢葉町社会福祉協議会職員

学 校 募 金 ◦楢葉中学校 様　　◦楢葉小学校 様　

個人・団体・イベント・自動販売機売上金等そ の 他

楢葉小学校 様
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令和５年度社協会費ご納入ありがとうございました

令和5年度 日本赤十字社 活動資金 報告

　令和６年１月の能登半島を震源とする地震災害にたくさんの義援金をお寄せいただき、
ありがとうございました。お寄せいただきました義援金は日本赤十字社を通じて全額送
金し、被災された方々の生活再建に役立てていただき
ます。引き続き、義援金は令和 6 年 5 月 31 日（金）
まで楢葉町保健福祉会館で受け付けしています。皆様
のご協力をお願いします。
　なお、最終報告は 7 月号に掲載させていただきます。

　趣旨にご賛同いただき、納入くださった行政区並びに企業の皆様をご報告させていた
だきます。納入いただきました社協会費は、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」
のための貴重な財源として使用させていただきます。ご協力ありがとうございました。

　日本赤十字社活動資金をお寄せいただき、ありがとうございました。活動資金は日本
赤十字社福島県支部に全額送金し、国内外への災害救護活動をはじめ社会福祉事業、地
域医療への貢献、国際活動、血液事業など幅広い赤十字活動に充てさせていただきます。

総額 総額 508,000508,000円円

活動資金 合計額 活動資金 合計額 426,500426,500円円

行政区別  ◦上井出行政区の皆様  109 世帯　◦繁　岡行政区の皆様    10 世帯
◦上小塙行政区の皆様    63 世帯　◦下小塙行政区の皆様  123 世帯
◦山田岡行政区の皆様  121 世帯　◦大　坂行政区の皆様    12 世帯

賛助会費  ◦上繁岡行政区
そ の 他  ◦個　人　　　　　　    20 世帯

〜 活動資金にご協力いただいた皆様 〜
戸別募金  ◦上井出行政区の皆様    86 世帯　◦繁　岡行政区の皆様      9 世帯

◦上小塙行政区の皆様    50 世帯　◦下小塙行政区の皆様  108 世帯
◦山田岡行政区の皆様  119 世帯　◦大　坂行政区の皆様    12 世帯

そ の 他  ◦個　人　　　　　　      6 世帯

　社協会費納入にあたりご協力くださいました、各行政区の区長さん、班長さん、評
議員のみなさまには、お忙しい中大変お世話になりました。心より御礼申し上げます。

〈お問合せ先〉日本赤十字社楢葉町分区　TEL：0240–25–4157

～ 令和６年１月能登半島地震災害義援金 経過報告 ～

（有）きむらや 様（株）ダルマイサー 様
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お問合せ先◉楢葉町社会福祉協議会　☎ 0240–25–4157

令和 6 年度令和 6 年度
会員会費並びに各種募金等のご協力について会員会費並びに各種募金等のご協力について

　本会は、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」の実現を目指し、町民のみな
さまや関係機関・団体などのご協力をいただきながら様々な地域福祉事業を推進して
おります。
　地域福祉活動は、みなさまよりご協力いただく会員会費を基本財源として事業を展
開しております。地域の子どもたち、高齢者、障がい者などを支援する様々な福祉活
動に役立てられる共同募金会の「各種募金」、人々の命と健康を守り続けていく活動に
役立てられる日本赤十字社の活動資金である「社費」についても併せてご協力をお願
い申し上げます。

　会費並びに各種募金等は、決して強制的なものではありませんので、無理のない
範囲でのご協力をよろしくお願いいたします。

社会福祉法人楢葉町社会福祉協議会
1）ボランティアセンターの運営� 2）介護予防事業の充実強化　
3）地域福祉事業の推進� � 4）低所得者等への支援�
5）在宅福祉サービス事業の推進　� 6）権利擁護事業の充実強化
7）広報・情報提供活動の推進

一�般�会�員 １世帯あたり ��1,000 円
賛�助�会�員 １　　　　口� 10,000 円

使用目的

赤い羽根募金 １世帯あたり� 500 円
歳末たすけあい募金 〃 500円

共同募金会
1）ボランティア活動育成事業　　2）子育て支援活動　　3）広報活動（広報誌の発行）使用目的

社　　　　費
１世帯あたり� ���500 円

〃 1,000 円
〃 2,000 円

日本赤十字社
1）災害時の被災者救護　
2）新型コロナウイルスの感染症拡大防止への対応
3）防災・減災の普及啓発やボランティアの育成

使用目的
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　楢葉町ボランティアセンターでは、下記の日程でボランティア講座を開催します。
誰もが安心して暮らしていくために、地域のみんなで楢葉町のボランティアについて
一緒に考えてみませんか？

楢葉町ボランティアセンターよりお知らせ楢葉町ボランティアセンターよりお知らせ
～ 令和6年度みんなのボランティア講座について ～～ 令和6年度みんなのボランティア講座について ～

［日　時］６月８日（土）10：00〜12：00
［場　所］楢葉町保健福祉会館１階大会議室
［内　容］ 災害の種類や楢葉町で起こり得る災害の想定など、災害の備えと対策を

学びます。また、大規模災害時に設置される、災害ボランティアセンター
の役割や活動の流れを学ぶ体験型の講座となります。

［対象者］ボランティア活動に関心のある方
［参加費］無料　　　　　　　［募集人数］100 人
［申込み方法］電話（☎0240–25–4157）
　　　　　　または楢葉町保健福祉会館にて申し込みください。
　　　　　　皆さまの参加を心より、お待ちしております！

第１回 みんなのボランティア講座のご案内第１回 みんなのボランティア講座のご案内

テーマ

次回
予定

「災害につい「災害について」て」
災害時のいざという時に備えて一緒に考えてみませんか？災害時のいざという時に備えて一緒に考えてみませんか？

第２回　令和６年９月28日（土） 防災セミナー『災害時の炊き出し』
第３回　令和７年２月15日（土） 防災セミナー『災害時の救急法』

　前回の広報誌の告知から、数々のチャイルドシー
トの寄贈をいただきました。ご寄贈いただいた皆様、
誠にありがとうございました。
　いただいたチャイルドシートは楢葉町ファミリー・
サポート・センター事業の送迎時や、必要時に子育
て世代への貸出等で大切に使用させていただきます。皆さまのあたかかいお気持ちあ
りがとうございました。

お問合せ先◉楢葉町ボランティアセンター　☎ 0240–25–4157

楢葉町ファミリー・サポート・センターよりお知らせ
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皆様の温かいお心遣い誠にありがとうございます。

通所介護事業／訪問介護事業／居宅介護事業／総合事業
［電話］ 0240-25-1077　［FAX］ 0240-25-1078　［Mail］ yamayuri@orion.ocn.ne.jp

楢 葉 町 保 健 福 祉 会 館 〒979–0604 双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂５–５
▶１階　事務局・ボランティアセンター 
▶２階　生活支援相談室

［電話］ 0240-25-4157
［FAX］ 0240-25-4620
［Mail］ narahashakyo@oboe.ocn.ne.jp
［H P］ https://naraha.fukushima-syakyo.com/

▶３階　地域包括支援センター
　　　　居宅介護支援事業所・介護予防事業所

［電話］ 0240-25-4155
［FAX］ 0240-25-4156
［Mail（包括）］ naraha-houkatsu@car.ocn.ne.jp
［Mail（居宅）］ yamayuri@athena.ocn.ne.jp

〒979–0513 双葉郡楢葉町大字山田岡字大堤入31–1デイサービスセンター やまゆり荘

〒979–0514 双葉郡楢葉町大字下小塙字麦入31楢葉町放課後児童クラブ
［電話］ 0240-23-6036　［FAX］ 0240-23-6038　［Mail］qqyw8ra9k@theia.ocn.ne.jp

善意のご寄付ありがとうございました （令和６年2月20日～令和6年4月18日）

ご寄贈ありがとうございました
氏　　名 寄　贈　品 地　区

模擬会社 Nalys 様 シルバーカー２台 楢葉中学校
もろもろ塾 様 花の寄せ植え －
上野　政明 様 チャイルドシート３台 上小塙
坂本　義一 様 紙おむつ 上繁岡

【社会福祉協議会へ（御遺志金）】
氏　　　名 摘　　　要 地 区

蛭川　文雄 様 故 蛭川六也様御遺志金 下小塙
草野　哲郎 様 故 草野祝子様御遺志金 下井出
鈴木　春江 様 故 鈴木 德様御遺志金 上小塙
猪狩　光貴 様 故 猪狩 晋様御遺志金 北　田
草野　弘一 様 故 草野弘三様御遺志金 山田浜
渡辺　政司 様 故 渡邉トキ子様御遺志金 下井出
久保田正敏 様 故 岩間武彦様御遺志金 下小塙
渡邉　秋男 様 故 渡邉武様御遺志金 下井出
管野　吉美 様 故 管野長男様御遺志金 下小塙
松本喜美枝 様 故 松本サト子様御遺志金 山田浜
青木　　聡 様 故 青木良美様御遺志金 大　谷
猪狩　敬弘 様 故 猪狩利夫様御遺志金 大　谷
山田　健一 様 故 山田清子様御遺志金 大　谷
松本　正利 様 故 松本治子様御遺志金 山田浜

【社会福祉協議会へ（一般寄附金）】
氏　　　名 摘 要 地 区

故 松本宗一 様 篤　志 下小塙
富夢想野の会 様 篤　志 －

発行元：社会福祉法人楢葉町社会福祉協議会（発行元責任者：福井光治）

社会福祉法人　楢葉町社会福祉協議会

【日本赤十字社へ（御遺志金）】
氏　　　名 摘　　　要 地 区

蛭川　文雄 様 故 蛭川六也様御遺志金 下小塙
草野　哲郎 様 故 草野祝子様御遺志金 下井出
鈴木　春江 様 故 鈴木 德様御遺志金 上小塙
猪狩　光貴 様 故 猪狩 晋様御遺志金 北　田
草野　弘一 様 故 草野弘三様御遺志金 山田浜
渡辺　政司 様 故 渡邉トキ子様御遺志金 下井出
久保田正敏 様 故 岩間武彦様御遺志金 下小塙
渡邉　秋男 様 故 渡邉武様御遺志金 下井出
管野　吉美 様 故 管野長男様御遺志金 下小塙
青木　　聡 様 故 青木良美様御遺志金 大　谷
猪狩　敬弘 様 故 猪狩利夫様御遺志金 大　谷
山田　健一 様 故 山田清子様御遺志金 大　谷
松本　正利 様 故 松本治子様御遺志金 山田浜

■異動【令和６年４月１日付け】 よろしくお願いします。
◦通所介護事業所より地域包括支援センターへ異動
 　（看護師）　馬上　友美

職 員 の 動 き
■退職［令和６年３月３１日付け】 お世話になりました。
◦地域包括支援センター（センター長） 磐城　美樹
◦居宅介護支援事業所（管理者兼主任介護支援専門員）

岩間美津江
◦放課後児童クラブ（放課後児童支援員） 沢田　美幸
◦訪問介護事業所（登録ヘルパー） 松本　利子
■再任用【令和６年４月１日付け】 よろしくお願いします。
◦居宅介護支援事業所（管理者兼主任介護支援専門員）
 磐城　美樹

■採用【令和６年４月１日付け】 よろしくお願いします。
◦通所介護事業所（介助員） 　安齋　陽介
◦生活支援相談室（生活支援相談員） 鈴木　政伸


